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された. ビ タミン B1の経静脈的大量投与により上記

症状は速やかに改善 した.術後の化学帝法時の悪心.噴

吐などの消化器症状に対 して高力ロー輸液を併岡する際

にはビタミン.徴星元素などの栄糞索補充に対する注意

が必要である.

39)5-FU投与が原因 と考 え ド)わた白質脳症 の
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症例は56歳女性.1991年 2月20日左乳癌にて非定型

的乳房切断術 (Auchincl()ss法)を施行.92年12月17

より3月7日にかけて CAF療法 2ケ-′し(総投与農 5-

FL12.000mgADMIOOmgEDX2.800mg)施行.

3月16円突然の意識 レベ′トの低下,全身軽挙発作発症.

脳 C′1㌦ MRIにて大脳白質後頭葉に変性を疑 う広範な

病変を認めた.生検 し得た神経病禅学的診断では白質脳

症であった.髄液検査では異常所見は認めr〕かなか一一､た.

その後保存的療法にて症状軽快37Fl後の脳 CT でも陰

影の消失が認めL.'わた.原因として 5･｣TU投与の影響

が強 く疑われた.

魂0)薬剤 に よる間質性肺炎を豊した2例
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カルバペネム轟薬剤をこよると思われる間質性肺炎を豊

した2例を報告いたします.

【症例1】81歳,女性.盲腸癌と診断 され 右半結腸

切除術を施行された,9病日より微熱 呼吸困難出現 し,

肺炎を疑われ チ_T-十ムを投与開始 さflLた.投与開始後

4日日より間質性肺炎像を星し,徐々に増強,人工呼吸

管鳳 ステロfド剤投与が施行さわたが.呼吸状態は改

善されず.死亡 した.

【症例2】64歳,男性.直腸癌の診断で,低位前方切

除術を施行された.9病E]に腹壁離開し,手術施行され

同日よりチIT一十ムを投与開始された.投 与一開始後4円目

より間質性肺炎像が出現 し,徐々に増嵐 呼吸困難強 く.

人工呼吸管理,を行い, てテロ(ド剤投与を行った.肺炎

像は改善され 原疾患 も経過良好にて.退院 した.薬剤

チエナムのんに反応が認めL-っれ +I-十ノ､による間質性

肺炎が考えられた曲

41) S状結腸癌術後の腎後性急性腎 不全に対 し

手術,制 ガン剤で積極的に加療 した l例

譲要 語 鳩 藤 攻 憎 楽園病院外柳

腸閉塞で発症 したS状結腸癌Lll)1症例に Hartmann手

術を施行,10カ月後の人_丁二阻二Flr3閉鎖術LZ)際に Schnitzler

転移を認め切除 した.術後26か月日に脂膜播種,小児頭

術を施行 した.その後,腫壕摘ltJ,術と CDDPc')腹陛内

投与を行ない,急性腎不全は治癒 した.術後56カ月目に

2回目J)腎後惟急性腎不全と圭一つたが.桂皮的腎壌造設

術を行った.その後出現 した後腹膜腰痛の経度的エコー

下穿刺卜■し/チ-.-I.Il:術.経静脈的な Cl)I)I-〕治療により急

性腎不全は治蘇 した.現在外来加機中である.S状結腸

癌術後の腹膜播橡に対 して,手術,腹腔内及び経静脈的

な CDDP の投与により,腎練性急性腎不全を治療 した

1例を経験 した.
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い 肺転移をきた しなが｢)長期に (二R を維持

してし､る進行神経芽腫の 1幼 児例
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神経芽腫は小児固形藤癌の中で最 も転移をきたし易い

瞳壕であり,病期分煩でもリンパ節,骨,眼寓.骨髄.

肝,皮膚が転移好発部位として独自に標記されている.

しかしながら他の腰痛でよくみられる肺転移は稀であり,


